
北

九

州

工

業

地

域

の

形

成

i
ー
明
治
、
大
正
期
を
中
心
と
し
て
|
|

竹

淳

内

彦

一
、
緒

論

北
九
州
は
京
浜
・
阪
神
・
そ
れ
に
中
京
な
ど
の
諸
地
域
と
と
も
に
、
わ
が
国
四
大
工
業
地
帯
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

北
九
州
が
全
国
の
一
割
近
く
の
生
産
を
あ
げ
え
た
の
は
、
わ
ず
か
に
戦
前
、
戦
中
の
軍
拡
期
の
一
時
期
だ
け
で
あ
り
、
戦
後
そ
の
地
位
は

著
し
く
低
下
し
、
現
在
で
は
地
方
的
重
工
業
地
域
に
す
ぎ
ず
、
他
の
三
大
工
業
地
帯
と
肩
を
並
べ
る
に
は
余
り
に
も
小
さ
な
存
在
と
な
っ

北九州工業地域の形成

て
い
る
。

北
九
州
の
地
位
低
下
の
実
態
と
現
状
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
細
な
分
析
を
行
な
っ
た
①
が
、

現
在
の
お
も
な
工
業
の
全
国
的
地
位
を
み

る
と
、
ま
ず
、
当
地
域
工
業
生
産
の
七
五
%
を
占
め
て
い
る
重
化
学
工
業
に
お
い
て
も
、
八
幡
製
鉄
を
中
心
と
す
る
鉄
鋼
業
が
全
国
生
産

の
一
六
%
、
三
菱
化
成
な
ど
の
化
学
工
業
が
六
・
一
二
%
、
ま
た
有
力
セ
メ
ン
ト
会
社
が
軒
を
並
べ
て
い
る
土
石
窯
業
も
八
・
八
%
と
そ
の

地
位
は
著
し
く
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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筆
者
は
、
本
論
文
に
お
い
て
北
九
州
工
業
地
域
を
一
単
位
と
し
て
、
と
く
に
明
治
、
大
正
期
を
通
し
て
い
か
な
る
形
成
過
程
を
た
ど
っ



出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

た
か
を
わ
が
国
工
業
化
の
諸
段
階
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
分
析
す
る
と
と
も
に
、
形
成
過
程
の
特
質
の
な
か
に
工
業
地
域
停
滞
の
原
因
を
見
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な
お
、
北
九
州
工
業
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て
は
筆
者
が
す
で
に
主
張
し
て
い
る
ご
と
く
ほ
ぼ
北
九
州
市
域
に
準
ず
る
地
域
と
す
る
。

ニ
、
近
代
工
業
の
発
生

明
治
初
期
に
お
け
る
北
九
州
の
工
業
活
動
は
極
め
て
低
調
で
あ
り
、
明
治
七
年
の
府
県
物
産
表
に
よ
っ
て
流
通
生
産
物
の
生
産
高
を
み

て
も
当
時
の
六
三
府
県
中
小
倉
県
は
一
一

O
万
円
で
全
国
生
産
の
わ
ず
か

0
・
五
%
を
あ
げ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
(
三
瀦
県
を
加
え
て
も
一

(
支
那
、

-
三
%
)
、
企
救
郡
、
仲
津
郡
を
中
心
と
し
た
小
倉
織
、
小
倉
縮
(
御
召
)
、

全
国
的
に
み
る
と
そ
の
生
産
額
は
ま
っ
た
く
小
さ
な

田
川
郡
、
企
救
郡
な
ど
の
紙
、
小
倉
を
中
心
と
し
た
提
燈

も
の
で
あ
っ
た

(第
1
表
)

O

オ
ラ
ン
ダ
に
も
輸
出
し
て
い
た
)
な
ど
の
特
産
品
生
産
は
あ
っ
た
@
が
、

第1表明治10年の物産

|石炭 17，175円 i
i石灰 50，000円(
l磁 56，000円l
小倉織物 1，106円 l
M 帯地 1，225円 l

l u 給 6∞
グ紙 3お6，9刈9釘75円 l
繭，生糸 1，94必3円 l

ま
た
、
新
政
府
は
明
治
維
新
と
と
も
に
殖
産
興
業
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
政
府
白
か
ら
が
機
械
制

工
場
を
設
立
し
、
経
営
し
て
行
く
と
い
う
方
策
を
と
り
、
東
京
で
は
東
京
砲
兵
工
廠
、
板
橋
火
薬
製

造
所
な
ど
、
大
阪
で
は
大
阪
砲
兵
工
廠
、

界
紡
績
所
な
ど
の
設
立
を
み
、

九
州
に
お
い
て
も
長
崎

(
造
船
)
、
鹿
児
島
(
造
船
、
結
績
)
な
ど
に
官
営
工
場
が
み
ら
れ
る
が
、
北
九
州
で
は
八
幡
製
鉄

所
の
誕
生
ま
で
官
営
工
場
の
設
立
を
み
る
こ
と
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
京
浜
@
や
阪
神
に
お
い
て
官

生
産
力
は
ま
っ
た
く
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

営
工
場
が
工
業
地
域
発
展
の
中
核
と
な
っ
た
よ
う
な
事
実
も
な
く
、
当
時
に
お
け
る
北
九
州
の
工
業



し
か
し
、
明
治
も
一

0
年
代
と
な
る
と
、
わ
が
国
最
大
の
筑
豊
炭
田
の
存
在
、
豊
富
な
石
灰
岩
な
ど
原
料
の
存
在
、
特
別
輸
出
港
指
定

に
と
も
な
う
大
陸
市
場
の
獲
得
と
九
州
市
場
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
近
代
工
業
の
発
生
を
み
る
。

ィ
、
炭
田
の
開
発
と
そ
の
影
響

工
業
活
動
の
発
展
と
と
も
に
石
炭
の
重
要
性
が
増
し
、
そ
の
需
要
が
増
大
し
て
く
る
と
筑
豊
な
ど
北
九
州
の
炭
田
の
存
在
は
大
き
く
注

目
さ
れ
る
。
出
炭
量
は
増
加
を
つ
づ
け
明
治
八
年
に
は
九
万
ト
ン
、

一
0
年
度
の
明
治
一
八
年
に
は
一
一
四
万
ト
ン
と
増
大
す
る
。

石
炭
の
増
産
は
炭
団
地
域
に
お
い
て
一
つ
は
坑
数
の
増
大
を
も
た
ら
す
が
、
他
の
一
つ
は
採
炭
技
術
の
合
理
化
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
o

ま
ず
、
明
治
八
年
田
川
郡
糸
田
村
で
蒸
気
機
械
捲
上
機
、
蒸
気
ポ
ン
プ
が
使
用
さ
れ
、
日
尾
炭
坑
で
は
蒸
気
応
用
排
水
に
成
功
し
、
明

治
二
六
年
に
は
総
田
炭
坑
に
お
い
て
筑
豊
初
の
試
み
と
し
て
扇
風
機
、
選
炭
機
、
安
全
灯
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
機
械
化
が
進
行
す
る
。

(
そ
れ
は
排
水
、
運
搬
、
選
炭
な
ど
周
辺
部
門
の
機
械
化
、
が
中
心
で
あ
っ
た
。
)

こ
の
よ
う
な
炭
坑
の
機
械
化
は
当
然
の
事
と
し
て
炭
坑
機
械
工
業
の
成
長
を
も
た
ら
す
。
ま
ず
、
明
治
二
三
年
住
野
鉄
工
所
(
小
倉
)

が
ト
ロ
ッ
コ
車
の
生
産
を
開
始
し
、
家
入
鉄
工
所
(
の
ち
門
司
鉄
工
所
)

は
三
池
炭
坑
か
ら
注
文
を
う
け
ポ
ン
プ
の
生
産
を
始
め
る
o

と

北九州工業地域の形成

く
に
明
治
二
四
年
の
若
松

t
直
方
聞
の
鉄
道
開
通
は
筑
豊
と
北
九
州
(
と
く
に
若
松
)
を
一
層
強
く
結
び
つ
け
る
役
割
を
演
ず
る
。

明
治
二
四
年
に
は
松
本
、
安
川
、
貝
島
、
伊
藤
、
麻
生
な
ど
地
元
炭
坑
資
本
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
直
方
市
外
幸
袋
に
幸
袋
鉄
工
所
が

設
立
さ
れ
、
捲
上
機
や
選
炭
機
の
製
作
修
理
を
行
な
う
④
O

し
か
し
、
炭
坑
機
械
工
業
は
三
井
な
ど
大
資
本
に
よ
る
筑
豊
炭
田
の
支
配
進
行
に
伴
な
い
、
三
井
系
は
大
牟
田
の
三
池
製
作
所
、
三
菱

系
は
長
崎
造
船
所
、
住
友
系
は
新
居
浜
(
現
住
友
機
械
)
な
ど
自
己
の
機
械
工
業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
機
械
の
規
格
化
は
さ
ら
に
そ
れ
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に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
地
元
の
炭
坑
機
械
工
業
は
、
大
炭
坑
の
み
か
、
中
小
炭
坑
市
場
さ
え
も
失
な
う
こ
と
に
な
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り
、
北
九
州
に
お
い
て
大
き
く
開
花
を
み
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
他
、
石
炭
を
原
料
と
す
る
も
の
と
し
て
レ
ン
ガ
(
戸
畑
煉
瓦
、
集
塊
社
)
、

コ
ー
ク
ス

(
筑
豊
骸
炭
、
九
州
コ
ー
ク
ス
、
中
島
工

場
)
な
ど
も
設
立
さ
れ
る
。

口
、
石
灰
岩
の
存
在

石
灰
岩
は
わ
が
国
で
も
っ
と
も
豊
富
な
工
業
原
料
の
一
つ
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
そ
の
埋
蔵
が
と
く
に
豊
富
で
炭
田
に
近
接
し
、
ま
た

大
陸
に
も
近
い
北
九
州
に
は
セ
メ
ン
ト
工
業
が
集
中
を
み
る
o

ま
ず
小
野
田
セ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
恒
見
の
石
灰
岩
が
開
発
さ
れ
る
の
を
は

じ
め
と
し
て
浅
野
セ
メ
ン
ト
(
明
治
一
二
年
発
足
す
る
が
本
格
的
生
産
体
制
に
入
る
の
は
二
七
年
日
本
精
米
会
社
の
建
物
を
買
収
し
て
か

ら
で
あ
る
o

た
だ
し
燃
料
炭
は
和
歌
山
県
の
石
炭
を
使
用
し
、
筑
豊
へ
の
依
存
度
は
全
く
低
か
っ
た
)
。
亜
細
亜
セ
メ
ン
ト
(
の
ち
中
央

セ
メ
ン
ト
と
な
り
、
小
野
田
と
合
併
)
な
ど
の
セ
メ
ン
ト
工
業
が
集
中
し
、

の
ち
に
わ
が
国
セ
メ
ン
ト
生
産
の
中
心
地
と
な
る
@
礎
を
お

く
の
で
あ
る
。

ハ
、
市
場
と
の
関
係

明
治
二
二
年
、
門
司
港
の
特
別
輸
出
港
指
定
さ
二
年
に
追
加
指
定
)
、
若
松
港
築
港
に
と
も
な
う
海
外
市
場
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
、

お
よ
び
九
州
鉄
道
圏
の
拡
大
(
貿
易
会
社
や
倉
庫
会
社
の
設
立
を
み
る
)

は
、
千
寿
製
紙
(
明
治
二
四
年
設
立
、
市
場
は
大
阪
、
東
京
、
従

業
員
一
九
五
人
、

ボ
ロ
や
ワ
ラ
な
ど
の
原
料
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
立
地
要
因
で
あ
っ
た
て
小
倉
製
紙
(
明
治
一
一
一
一
一
年
、
三

三
O
人
)
、
九
州
ピ

1
ル
(
明
治
三
一
年
)
、
九
鉄
小
倉
製
作
所
(
七
=
二
人
、
当
時
わ
が
国
で
一
流
の
機
械
工
場
で
あ
っ
た
)
な
ど
の

工
場
を
生
む
一
方
、
特
産
品
工
場
と
し
て
の
小
倉
織
、
小
倉
縮
の
生
産
増
大
を
も
た
ら
し
た
o

す
な
わ
ち
、
明
治
二
五
年
袴
地
、
縮
、
帯

な
ど
の
明
田
小
倉
織
工
場
の
設
立
、
明
治
二
七
年
の
小
倉
織
物
会
社
設
立
(
女
工
六

O
名
)
を
経
て
コ
二
年
に
は
帯
地
二
五

0
0
0筋、



袴
地
四
五

O
O反
、
'
洋
服
地
四

0
0
0反
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
他
、
明
治
二
九
年
に
は
金
水
製
糸
(
女
工
六

O
人
)
も
設
立
を

み
る
な
ど
、
特
産
品
工
業
の
発
展
も
華
や
か
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
明
治
二
八
年
に
は
日
清
戦
争
の
影
響
で
門
司
兵
器
修
理
所
が
設
立
さ
れ
(
一
ニ
二
年
に
は
九

O
人
の
従
業
員
を
擁
し
て
い
た
)
こ

れ
が
の
ち
に
小
倉
造
兵
廠
と
し
て
大
発
展
を
と
げ
る
い
と
ぐ
ち
と
な
る
。

以
上
は
、
八
幡
製
鉄
所
設
立
以
前
に
お
け
る
北
九
州
工
業
展
開
の
実
態
で
あ
る
o

こ
の
時
期
に
は
各
地
で
綿
糸
勧
績
業
が
発
展
し
て
い

る
(
明
治
二
四
年
に
は
二
万
人
の
工
員
を
擁
し
て
い
た
。
中
心
は
大
阪
@
)

が
、
北
九
州
に
は
存
立
を
み
る
こ
と
な
く
、
全
体
的
に
各
種

の
工
業
が
展
開
を
み
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
近
代
工
業
の
確
立

北
九
州
が
工
業
地
域
と
し
て
本
格
的
な
発
展
を
と
げ
、
大
工
業
地
帯
と
呼
ば
れ
る
契
機
と
な
る
の
は
実
に
八
幡
製
鉄
の
立
地
に
よ
っ
て

で
あ
る
。

北九州工業地域の形成

ィ
、
八
幡
製
鉄
所
の
成
立
と
展
開

官
営
八
幡
製
鉄
所
は
明
治
三

O
年
に
開
庁
し
、
三
三
年
完
成
し
、
三
四
年
(
一
九

O
一
年
)

一
六

0
ト
ン
高
炉
に
火
入
れ
を
み
る
が
、

北
九
州
の
工
業
は
以
後
、
八
幡
製
鉄
所
の
生
産
力
拡
大
と
と
も
に
そ
の
地
位
を
高
め
て
行
く
o

な
お
、
創
立
時
に
お
け
る
製
鉄
所
の
従
業

員
数
は
工
員
二
二
八
三
人
を
数
え
て
い
た
。

八
幡
製
鉄
所
が
、
北
九
州
の
し
か
も
一
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
八
幡
村
に
立
地
を
み
た
の
は
筑
豊
炭
田
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

81 

立
地
決
定
後
大
陸
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
北
九
州
の
低
廉
、
豊
富
な
労
働
力
の
存
在
が
大
き
な
立
地
条
件
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で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
事
実
は
、
北
九
州
の
労
働
力
は
不
足
し
て
お
り
、
む
し
。
ろ
不
利
な
条
件
で
あ
っ
た
。

(
な
お
、
同
製
鉄

所
の
立
地
事
情
に
つ
い
て
は
す
で
に
す
ぐ
れ
た
論
述
⑦
が
あ
る
の
で
本
論
文
で
は
詳
述
を
さ
け
る
。
)

す
な
わ
ち
、
当
初
製
鉄
所
の
使
用
す
る
石
炭
は
そ
の
全
て
が
国
内
自
給
体
制
を
と
り
、
そ
の
た
め
に
嘉
穂
郡
の
二
瀬
な
ど
三
炭
坑
の
買

収
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
筑
豊
の
出
炭
は
一
躍
四
O
O
万
ト
ン
を
突
破
す
る
o

し
か
し
、
鉄
鉱
石
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
圏
内
産
依
存
体
制
を
採
り
、
釜
石
、
赤
谷
、
粟
ケ
岳
各
鉱
山
の
開
発
を
急
ぐ
。
し
か
し
こ
れ

ら
は
何
れ
も
鉄
質
、
採
掘
方
法
、
運
搬
設
備
等
で
誤
算
を
生
じ
、

つ
い
に
大
開
発
計
画
は
中
止
さ
れ
る
に
到
っ
た
⑨
O

鉄
鉱
石
の
国
内
確
保
に
重
大
な
支
障
を
生
じ
た
同
製
鉄
所
は
当
然
こ
の
解
決
を
大
陸
資
源
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
ま
た

ま
中
国
に
お
い
て
石
炭
不
足
か
ら
大
冶
の
鉄
鉱
石
と
わ
が
国
の
骸
炭
と
を
交
換
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
明
治
三
二
年
大
冶
鉄
鉱

一
ヶ
年
五
万
ト
ン
の
買
入
契
約
を
結
び
、
そ
の
長
期
確
保
に
成
功
し
、
以
来
七
O
%
の
原
料
を
中
国
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え

て
、
そ
の
後
原
料
山
氏
も
大
陸
依
存
に
切
り
か
え
ら
れ
る
に
お
よ
び
、
大
陸
へ
の
近
接
が
北
九
州
の
最
も
大
き
な
存
立
条
件
と
し
て
登
場
し

て
来
る
の
で
あ
る
o

八
幡
製
鉄
の
開
設
が
地
域
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
、
そ
れ
に
よ
り
全
く
の
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
八
幡
の
都
市
形
成
は
進
み
、
諸
役

所
、
商
広
も
増
加
し
、
地
価
は
三

0
1
二
二
年
に
か
け
て
二

C
i三
O
倍
の
急
上
昇
を
示
す
。
ま
た
、
戸
数
は
一
ニ
O
年
か
ら
三
三
年
に
か

け
て
四
九
O
戸
か
ら
一
七
O
O
戸
へ
、
人
口
は
一
七
七
九
人
か
ら
六
四
六
O
人
へ
と
驚
異
的
な
急
増
長
を
記
録
す
る
の
で
あ
る
@
o

筑
豊
炭
の
産
出
も
当
然
の
事
な
が
ら
増
加
し
、
明
治
三
三
年
に
は
六
九
一
万
ト
ン
に
達
し
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
大
竪
坑
の
採
用
は

さ
ら
に
大
き
な
飛
躍
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
o

こ
の
間
筑
豊
炭
の
対
全
国
生
産
比
も
明
治
一
一
一
年
の
二
七
%
か
ら
三
五
年
の
五
O
%
へ

と
急
速
な
成
長
を
示
し
て
い
る
。



と
こ
ろ
が
、
以
土
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
発
足
を
み
た
製
鉄
所
も
、
折
か
ら
大
戦
後
の
経
済
不
振
も
あ
り
、
銑
鉄
需
要
も
な
く
、
在
庫

(
明
治
三
五
年
)

が
二
万
ト
ン
に
達
し
た
こ
と
と
、
技
術
的
な
失
敗
が
重
な
っ
た
こ
と
と
か
ら
つ
い
に
休
止
し
、
従
業
員
六

O
O名
を
解
雇
す
る
に
到
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
技
術
的
改
良
を
行
な
い
、

ま
た
操
業
後
ま
も
な
く
勃
発
し
た
日
露
戦
争
に
よ
る
需
要
の
増
大
に
対
応
し
て
明
治
三

七
年
(
一
九

O
四
年
)
従
業
員
三
二
二

O
名
を
も
っ
て
再
開
し
、
弾
丸
鋳
造
用
平
炉
を
増
設
し
、
砲
弾
搾
出
工
場
を
新
設
す
る
の
を
始
め
、

る
@
o

地
禍
鋼
工
場
を
建
設
し
銃
身
鋼
製
造
を
開
始
し
、
海
軍
用
厚
板
工
場
を
建
設
す
る
な
ど
、
全
能
力
を
あ
げ
て
軍
需
資
材
の
生
産
に
つ
と
め

日
露
戦
争
後
は
、
さ
ら
に
第
一
期
拡
張
計
画
(
明
治
三
九
年
l
四
二
年
)
、

第
二
期
拡
張
計
画
(
明
治
四
四
年
l
大
正
四
年
)

に
よ
っ

て
鋼
材
生
産
能
力
は
一
八
万
ト
ン
、
一
二

O
万
ト
ン
と
拡
張
を
続
け
る
。
ま
た
明
治
四
四
年
に
は
中
国
と
銑
鉄
購
入
契
約
を
結
び
原
料
確
保

北九州工業地域の形成

八幡製鉄所の発展

年 度内情引職工数
明治34年 30 2，283 
明治39年 88 6，155 
明治44年 129 6，380 
大正4年 247 12，567 

第2表
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に
つ
と
め
る
(
第
2
表
)
O

か
く
し
て
、
操
業
開
始
後
一
五
年
大
正
四
年
の
生
産
高
は
創
立
当
初
の
銑
鉄
で
八
倍
、
粗
鋼
、
鋼
材
で

(日本鉄鋼史による)

は
そ
れ
ぞ
れ
実
に
八
五
倍
、
八
八
倍
の
増
加
を
示
し
た
。
ま
た
八
幡
の
対
全
国
生
産
比
は
銑
鉄
で
七
三

%
、
鋼
材
で
は
八
四
%
を
占
め
る
に
至
り
、
八
幡
製
鉄
所
は
以
後
日
本
鉄
鋼
業
の
主
体
と
な
り
軍
需
産
業

の
根
幹
と
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
(
第
2
表
)

0

し
か
し
反
面
、

八
幡
製
鉄
所
の
成
長
、
発
展
は
大
正
三
年
の
民
間
受
注
中
止
の
事
例
か
ら
も
知
り
う
る

ご
と
く
、
あ
く
ま
で
軍
需
を
中
心
と
し
、
そ
の
拡
充
に
伴
っ
た
も
の
に
止
ま
り
、
民
間
会
社
へ
の
原
料
供

給
者
と
し
て
、

ま
た
関
係
工
業
や
下
請
育
成
者
と
し
て
の
意
味
は
ま
っ
た
く
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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口
、
そ
の
他
の
工
業

こ
の
期
に
お
け
る
そ
の
他
の
工
業
の
伸
び
は
八
幡
の
発
展
の
陰
に
薄
れ
て
い
る
が
、
以
下
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
化
学
工
業
で
は
筑
豊
炭
田
に
関
係
し
て
明
治
=
二
年
筑
豊
骸
炭
が
成
立
す
る
(
現
旭
ガ
ラ
ス
の
場
所
)
0

こ
れ
が
の
ち
に
三
菱

の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
ニ
菱
鉱
業
の
牧
山
骸
炭
、

日
本
タ
ー
ル
を
経
て
三
菱
化
成
へ
と
大
発
展
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
明
治
四
四
年
に
は
東
京
(
麻
布
、
深
川
)

に
あ
っ
た
浅
野
、
益
田
経
営
の
麻
綱
製
造
所
の
鋼
索
部
が
炭
坑
用
鋼
索
製
造
を
目
的

と
し
て
、
東
京
製
綱
を
設
立
す
る
(
従
業
員
二
二

O
名
)

O

セ
メ
ン
ト
工
業
は
浅
野
の
白
木
崎
工
場
の
設
立
、

八
幡
に
よ
る
高
炉
セ
メ
ン
ト
な
ど
引
続
き
活
況
を
呈
し
、

ガ
ラ
ス
で
は
輸
入
難
か
ら

筑
豊
炭
利
用
の
便
(
ガ
ス
)
と
工
業
塩
輸
入
の
便
に
よ
り
、
旭
ガ
ラ
ス

(
当
初
は
三
菱
骸
炭
所
を
使
用
)
、
大
里
ガ
ラ
ス
が
設
立
を
み

る。
製
紙
工
業
は
千
寿
製
紙
が
小
倉
製
紙
(
蜂
須
賀
氏
の
経
営
)

に
解
散
合
体
し
、
同
社
は
そ
の
後
二
年
間
で
二

O
O人
か
ら
三
七
五
人
へ

と
成
長
を
遂
げ
る
o

食
品
工
業
で
は
鈴
木
系
の
札
幌
製
粉
(
大
里
)
、

日
清
製
粉
、

日
本
製
粉
(
門
司
)
な
ど
の
製
粉
会
社
の
進
出
を
み
た
ほ
か
、
牡
丹
ピ

ー
ル
は
帝
国
ピ

l
ル
、
桜
ピ
!
ル
と
名
を
変
え
成
長
を
み
る
。
前
出
の
大
里
ガ
ラ
ス
は
同
社
へ
の
ピ
ン
供
給
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
一
年
に
は
、
安
川
の
経
営
に
よ
る
本
格
的
な
紡
漬
工
場
で
あ
る
明
治
結
績
が
発
足
を
み
る
。
し
か
し
、
同
工
業
は
以
後

こ
の
地
で
定
着
、
発
展
を
み
る
こ
と
は
な
く
、
や
が
て
消
滅
の
一
途
を
た
ど
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
こ
の
時
期
に
設
立
を
み
た
も
の
と
し
て
は
、
炭
車
の
車
輪
製
造
を
目
指
し
た
戸
畑
鋳
物
、
九
州
製
革
、
九
州
電
線
、
安
田
製



第3表明治，大正期， 4工業地帯の地位(%)生産額

|明治42年i大正 3 年|大正 8~1大正1昨|大正日年|官 i 理|
京浜(東京，神奈川)| 1391 161 1 161 i 179 ( 145 (1611179 
阪神(大阪，兵庫)1 27.9 1 30.6 1 27. 1 24. 1 26.5 i 26.4 i 26.8 
中京(愛知)I 6.3 I 5.8 I 7.3 7.5 I 8. 1 i 7.4 I 7.6 
北九刈(福岡)I 2. 5 I 2. 9 I 2. 9 I 3. 4 I 4. 1 i 4.3 I 3.9 

全%部
く、ま門
低そたが
いし、全
もて全く
の中国低
で京的調
あがにで
つ六みあ
た%てっ
(をもた
第占、事
3 め明を
表て治指
)い四摘
。た二す
の年る
に(こ
対ーと
し九が
北 O で
九九き
州年る

福阪
岡神
県が
)全

国
生
産
の

八
% 

京

浜
カ2

北九州工業地域の形成85 

次年

釘
所
な
ど
か
な
り
の
工
場
が
殆
ん
ど
の
業
種
に
わ
た
っ
て
顔
を
そ
ろ
え
る
が
、
構
成
上
、
機
械
、
繊
維
な
ど
の五

は
二
・
五
彪
で
あ
り
、
そ
の
地
位
は

四
、
工
業
の
高
度
化

l
第
一
次
大
戦
と
北
九
州
!

第
一
次
大
戦
(
大
正
三
年
)

の
発
生
は
日
清
、

日
露
の
両
戦
役
に
よ
り
成
長
、
発
展
を
遂
げ
た
日
本
資
本
主

義
に
未
曽
有
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
り
工
業
構
造
は
著
し
く
高
度
化
す
る
。
な
か
で
も
官
民
を
問
わ

ず
軍
需
工
業
の
発
展
は
群
を
抜
い
て
大
き
か
っ
た
。

北
九
州
に
お
い
て
も
従
来
存
立
を
み
な
か
っ
た
機
械
工
業
な
ど
を
含
め
全
ゆ
る
分
野
で
発
展
が
大
き
く
、
ま

た
中
央
資
本
の
進
出
、
支
配
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、

八
幡
製
鉄
所
は
第
三
次
拡
張
計
画
に
よ
っ
て
生
産
を
増
大
し
、

八
幡
製
鉄
に
関
係
し
て
は
九
州
コ

1

ク
ス
、
東
海
鋼
業
な
ど
の
設
立
を
み
る
o

そ
の
他
鉄
鋼
で
は
東
京
製
鋼
第
二
工
場
(
東
京
製
綱
の
原
料
輸
入
の
途
絶
に
と
も
な
う
鋼
索
用
鋼
材
の
生

産
、
の
ち
小
倉
製
鋼
所
と
し
て
独
立
て
東
洋
製
鉄
、

日
本
銑
鉄
、
九
州
銑
鉄
な
ど
が
立
地
す
る
が
、
そ
の
う
ち

東
京
製
綱
と
東
海
鋼
業
を
の
ぞ
き
八
幡
製
鉄
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
鉄
鋼
生
産
に
お
い
て
民
間
工
場

は
、
八
幡
製
鉄
所
の
発
展
に
よ
っ
て
逆
に
排
除
、
淘
汰
さ
れ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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北
九
州
に
お
け
る
本
格
的
な
機
械
工
場
と
し
て
発
展
を
み
る
の
は
安
川
電
機
た
だ
一
社
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
⑩
O

安
川
電
機
は
地
元
の
財
閥
で
あ
り
、
炭
坑
、
紡
績
な
ど
を
経
営
し
て
い
た
安
川
敬
一
郎
に
よ
り
、
大
正
四
年
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、

安
川
第
五
郎
が
日
立
、

ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
得
た
技
術
を
土
台
と
し
て
、
大
正
六
年
よ
り
発
電
機
、

モ
ー
タ
ー
の
生
産
を
始
め
る
。

の
ち
に
工
業
用
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て
全
国
市
場
に
の
び
る
が
、
当
初
は
炭
坑
関
係
を
市
場
と
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
工
場
は
そ

の
後
昭
和
四
年
に
生
産
品
目
整
理
を
行
な
う
ま
で
の
十
数
年
間
赤
字
続
き
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
⑪
、

そ
の
存
立
は
財
閥
の
余
技
的
色

彩
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
大
正
電
球
(
年
産
五

O
万
球
、

の
ち
の
東
芝
)
、
厚
ガ
ラ
ス
、
大
阪
曹
達
、
小
倉
電
気
化
学
(
マ
ッ
チ
用
塩
素
酸
カ
リ
)

明
治
製
糖
、
紫
川
製
紙
(
小
倉
製
紙
の
包
装
紙
)
、

日
本
油
脂
(
の
ち
日
華
油
脂
)
、
九
州
耐
火
レ
ン
ガ
、
関
門
窯
業
(
ピ

l
ル
ピ
ン
、

の
ち
の
徳
、
水
ガ
ラ
ス
)
、
神
戸
製
鋼
伸
銅
工
場
、

九
州
ゴ
ム
、
東
洋
陶
器
な
ど
の
立
地
を
み
る
o

な
か
で
東
洋
陶
器
は
森
村
(
日
本
陶

器
)
の
資
本
を
も
と
に
筑
豊
炭
田
、
天
草
白
石
へ
の
近
接
、
大
陸
原
料
(
朝
鮮
白
土
)
輸
入
の
便
な
ど
に
よ
り
大
正
六
年
五

O
人
で
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
七
年
に
は
一

O
O人、

一
O
年
に
は
三

O
O人
と
急
成
長
を
と
げ
る
。
ま
た
、
帝
国
ピ

l
ル
は
大
正
初
年
の
五
倍
の
生
産

を
あ
げ
、

セ
メ
ン
ト
は
輸
出
の
増
大
に
支
え
ら
れ
、
わ
が
国
第
一
位
の
産
地
に
の
し
上
る
(
中
央
セ
メ
ン
ト
も
休
業
中
の
と
こ
ろ
生
産
再

開
)
0こ

の
時
期
の
と
く
に
顕
著
な
現
象
と
し
て
は
利
益
率
一
・
一
五
割
と
い
う
海
運
界
好
況
の
影
響
を
う
け
造
船
工
業
の
発
展
が
目
覚
ま
し

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
門
司
沿
岸
の
造
船
所
(
木
造
船
と
修
理
)

は
二
三
カ
所
、
関
係
鉄
工
場
(
造
船
、
建
材
)
は
一
八
カ
所
に
も
及
ん

だ
。
北
九
州
に
お
け
る
主
な
工
場
の
規
模
を
第
4
表
に
示
し
た
。

ま
た
、
大
正
五
年
に
は
門
司
兵
器
修
理
所
を
土
台
と
し
、
広
島
以
西
を
管
轄
と
し
て
六

O
O名
の
従
業
員
を
も
っ
大
阪
砲
兵
工
廠
小
倉



兵
器
製
造
所
が
設
立
さ
れ
、
火
砲
の
砲
弾
か
ら
、

海
湾
を
中
心
と
し
て
民
間
に
よ
る
埋
立
て
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
こ
の
期
の
顕
著
な
現
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
ち
に
は
爆
弾
の
生
産
も
行
な
い
、
わ
が
国
兵
器
生
産
の
拠
点
と
な
る
。
さ
ら
に
、
洞

こ
の
よ
う
に
、
北
九
州
に
お
い
て
も
第
一
次
大
戦
後
の
発
展
は
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
伸
び
は
京
浜
や
阪
神
の
ま
さ
に
爆
発
的
と
も
い

え
る
発
展
に
く
ら
べ
る
と
は
る
か
に
鈍
い
も
の
で
あ
っ
た
(
第
3
表
)
O

と
く
に
、
こ
の
時
期
三
大
工
業
地
帯
で
成
立
発
展
を
み
た
機
械
工
業
部
門
が
北
九
州
に
大
き
く
展
開
を
み
る
に
至
ら
ず
、
こ
の
事
が
の

北九州工業地域の形成

小倉付近の工場(大正7年)

lユ~ 15 I工員数1工場 名|工員数
!小倉兵器廠: 1200人I~九軌発電所

i鉄道院工場 i1700 11九軌電気化学
i東京製綱 I 596 大阪曹達
|小倉製鋼 I600 iJ小倉製紙
!日本銑鉄 147 11紫川製紙

|小倉製作 109 11東洋陶器

i井上鉄工 22 !i帝国特殊煉瓦
1島田鉄工 22 I1九州製革

l九州電線 1 140 I1 

l大正電球 85

179 

168 

102 

400 

120 

120 

42 

37 

5347 計

第4表
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ち
の
北
九
州
停
滞
の
主
要
因
と
な
る
。

第
一
次
大
戦
中
に
お
け
る
熱
病
的
な
生
産
の
膨
張
は
休
戦
に
よ
る
軍
需
の
消
滅
と
、
そ

れ
に
つ
ぐ
戦
後
恐
慌
の
到
来
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
う
け
る
。

北
九
州
で
も
官
営
の
八
幡
製
鉄
を
例
外
と
し
て
、

た
と
え
ば
洞
海
沿
岸
に
お
い
て
新
設

は
わ
ず
か
に
二
工
場
だ
け
で
あ
り
、
現
状
維
持
七
、
拡
張
中
五
、
休
止
中
五
、
縮
小
七
と

い
う
状
態
、
若
松
、
戸
畑
で
職
工
が
激
減
し
て
い
る
事
な
ど
、
倒
産
、
休
止
、
大
資
本
の

傘
下
に
入
っ
た
も
の
が
続
出
す
る
。

こ
の
時
期
の
新
設
工
場
で
は
黒
崎
窯
業
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
正
七
年
、
九
州

製
鋼
(
日
華
合
弁
)

に
耐
火
レ
ン
ガ
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
安
川
、
松
本
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
の
ち
九
州
製
鋼
の
八
幡
吸
収
と
と
も
に
八
幡
傘
下
に
入

る
O 

そ
の
他
、
こ
の
時
期
に
新
設
を
み
た
工
場
と
し
て
は
豊
国
セ
メ
ン
ト
、
旭
化
学
(
セ
メ
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ン
ト
)
、
日
本
板
ガ
ラ
ス
、
九
州
製
ピ
ン

(
九
州
ゴ
ム
の
後
身
)
、
聯
合
紙
器
、
域
水
組
鉄
工
所
(
炭
坑
用
タ
ン
ク
)
、
服
部
製
作
所

(
の
ち
の
日
本
鉄
塔
、
休
業
状
態
に
あ
っ
た
東
海
鋼
業
の
原
料
使
用
を
目
的
)
だ
け
で
あ
り
、
北
九
州
工
作
所
、
若
松
製
鋼
、
小
倉
電
気

製
鉄
、
明
治
紡
績
、
戸
畑
鉄
工
、
帝
国
特
殊
レ
ン
ガ
な
ど
が
休
止
、
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
ま
た
全
国
的
に
み
て
恐
慌
の
結
果
と
し
て
大
資
本
に
よ
る
独
占
が
進
行
す
る
が
、
北
九
州
に
お
い
て
も
大
正
電
球
↓
東
京

電
気
(
東
芝
)
、
東
洋
製
鉄
↓
八
幡
、
電
線
製
造
↓
古
河
、
帝
国
鋳
物
↓
戸
畑
鋳
物
、
大
里
製
粉
↓
日
本
製
粉
、
日
本
銑
鉄
、
小
倉
製
鋼

↓
浅
野
と
い
う
よ
う
に
、
わ
が
国
独
占
資
本
形
成
の
過
程
の
な
か
で
中
央
資
本
に
よ
る
地
場
資
本
の
陶
汰
が
進
行
す
る
。
北
九
州
に
一
流

会
社
の
工
場
が
多
い
と
さ
れ
る
も
の
の
多
く
は
こ
の
時
期
に
中
央
資
本
傘
下
に
入
っ
た
も
の
で
あ
り
、

工
業
地
域
の
骨
格
も
ほ
ぼ
こ
の
時

期
に
形
成
さ
れ
る
。
当
時
の
工
業
構
成
は
第
5
表
の
如
く
で
あ
る
。

大正9年の工業統計
(除八幡製鉄所)

第5表

部
門[工場数 l

男

鉄鋼製造| 7 2，462 

か加工 13 1，455 
1、とEtZ 船 5 1，811 

製 油 2 160i 
訂埠百さ 業 18 4，291 

骸炭，ガス 6 278 

電 機 5 847 403i 
繊 古住 328 

I，6147751 1 
その他 2，903 

言十 87 I山科 3，326! 

五
、
結
語
|
形
成
過
程
に
み
る
特
色
|

以
上
、
北
九
州
の
工
業
発
展
が
明
治
、
大
正
期
を
通
じ
て
い
か
な
る
形
で
行

な
わ
れ
た
か
に
つ
き
分
析
を
行
な
い
、
石
炭
や
石
灰
岩
な
ど
の
資
源
に
依
存
し

て
工
業
の
発
生
を
み
た
北
九
州
が
、

八
幡
製
鉄
所
の
成
立
発
展
に
牽
引
さ
れ
、

第
一
次
大
戦
な
ど
を
経
て
工
業
地
域
の
骨
格
を
形
造
っ
て
行
く
過
程
を
明
ら
か

に
し
た
。

八
幡
製
鉄
所
は
成
立
後
ま
も
な
く
、
原
料
の
殆
ん
ど
を
大
陸
に
依
存
す
る
こ

と
に
な
り
、
以
後
は
大
陸
資
源
と
既
存
工
業
地
帯
と
の
中
間
的
位
置
に
あ
る
こ



と
に
よ
り
発
展
を
と
げ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
工
業
(
セ
メ
ン
ト
、
化
学
)
も
大
陸
の
原
料
、
市
場
へ
の
近
接
が
集
中
要
因
と
な
り
、
石
炭
資
源
と
も
結
び
つ
い
て

集
中
を
み
、
巨
大
な
臨
海
工
業
地
域
の
形
成
を
み
る
。

八
幡
製
鉄
所
の
存
在
は
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
多
く
の
関
連
工
業
を
醸
成
し
て
い
る
か
の
如
く
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は

同
製
鉄
所
は
既
製
工
場
群
の
軍
需
、
官
需
生
産
の
原
材
供
給
を
目
的
と
し
て
成
立
、
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
全
く
の
寒
村
に
立

地
し
た
と
い
う
立
地
事
情
か
ら
も
鋼
材
加
工
部
門
や
機
械
部
門
を
、
ど
ん
な
形
で
で
も
育
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
分
配
所
な
ど
必

要
資
材
、
消
費
財
の
配
給
形
態
は
、
地
元
に
日
用
消
費
財
部
門
を
育
成
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
抑
制
す
る
働
き
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
工
業
地
帯
成
立
の
特
色
は
、
と
く
に
第
二
次
大
戦
後
、
石
炭
産
業
の
衰
退
と
大
陸
市
場
喪
失
に
よ
る
臨
海
型
重
化
学
工
業

の
停
、
滞
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
機
械
工
業
基
盤
の
欠
陥
は
、
同
部
門
を
中
心
と
し
た
わ
が
国
工
業
化
の
進
展
⑫
の
な
か
で
北
九
州
が
地

位
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
要
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

北九州工業地域の形成
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(
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)
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州
工
業
地
域
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旨
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近
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学
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。
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一
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六
四
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京
浜
工
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。
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座
V
、
機
械
工
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。
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九
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)
日
本
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ト
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、
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、
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四
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一
九
六
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業
地
帯
の
形
成
、
開
発
の
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史
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、
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史
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学
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)
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、
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研
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⑫⑮⑮①③  

小
倉
郷
土
会
(
一
九
五
九
)
小
倉
経
済
年
表
。

橋
西
光
速
(
一
九
五
四
)
日
本
資
本
主
義
発
達
史
、
有
斐
閣
。

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
六
)
北
九
州
の
機
械
工
業
、
地
域
研
究
、
七
。

安
川
電
機
四
十
年
史
(
一
九
六
五
)
。

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
六
)
機
械
工
業
、

日
本
の
工
業
化
、
古
今
書
院
。




